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要   旨：  食品貯蔵および細胞内代謝における抗酸化物の重要性を研究した。 

フェノール化合物（フラボノイドと桂皮酸の誘導体）およびトコフェロール

の抗酸化活性が複数論文で報告されており、そして天然の抗酸化が野菜と油脂

で発見されている。 
 
ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油は重要な油で天然の抗酸化物が多い。ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油に

存在するフェニルアルコール（3,4－ジヒドロシキフェニルエタノールと p-ヒ
ドロシキフェニルエタノール）およびフェニル酸(コーヒー酸、p-クマル酸、
フェルラ酸、シリンジ酸、バニリン酸)の抗酸化活性を、多くの研究者が研究
してきた。 

 
以前の報告で、ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油中で最も重要なフェノール化合物として、

３種類の新しいフェノール化合物を確認した：3,4-ジヒドロシキフェニルエ
タノールと結合したエレノール酸のジアルデヒド形(3,4-DHPE-EDA)、p-ヒド
ロシキフェニルエタノールと結合したエレノール酸のジアルデヒド形

(p-HPEA- EDA)、およびオレウロペインｱｸﾞﾘｺﾝの異性体(3,4-DHPEA-EA)。 
 
本論文でﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油から抽出された２種類の新しいフェノール化合

物、特に 3,4-DHPEA-EDAと 3,4-DHPEA-EAの抗酸化活性を評価して、天
然抗酸化物(3,4－ジヒドロシキフェニルエタノール、p-ヒドロシキフェニルエ
タノール、α-トコフェロール、β-カロテン)および合成抗酸化物(BHT)と比較
した。 
脂肪酸に対する日光の酸化促進作用も研究した。 
 
3,4－ジヒドロシキフェニルエタノール、3,4-DHPEA-EDA、3,4-DHPEA-EA
の重要な抗酸化活性、およびこれらのフェノール化合物をα-トコフェロール
と組合せると相乗作用があると、結果から示される。日光はこれらのフェノー

ル化合物の抗酸化活性を減らす。 
 
 
 


